
学習内容報告書 フォーマット 

 

学校名 佐世保市立宇久中学校 

授業者 森﨑晶葉 

1.  単元計画 

実施した活動内容に基づきご記入ください。 

1-1.  単元名 

海洋プラスチック汚染、マイクロプラスチックの採取・観察 

1-2.  学年 

３年生（７名） 

1-3.  教科（単元を実施する教科を全てお書きください） 

理科 

1-4.  単元の概要 

 理科におけるカリキュラムの位置づけは、自然環境の変化と保全において、自然環境の変化の要因の中に

人間による活動の影響があることについて学習し、一方で、環境を保全するような取組も行われていること

を知ることである。その一例として、本単元では、マイクロプラスチックを取り扱うこととする。 

 生徒は、毎年、海岸清掃を行い、海岸に海外から流れ着いたプラスチックごみがたくさんあることを知っ

ているが、マイクロプラスチックの現状については把握できていない。よって、昨年度の取組において、講

演会により学んだ知識をもとに地域の海におけるマイクロプラスチックの現状を探求する活動を行う。 

 活動内容としては、宇久島の２か所の海岸で採取した砂と海水の試料を準備し、その中からマイクロプラ

スチックを探し、取り出す活動を行う。その際、プラスチックの性質からどのようにすれば探し出すことが

できるかを検討し、方法を自ら考え実行させることでプラスチックへの理解と思考力・判断力を養う。 

 また、見つけ出したマイクロプラスチックを細かく観察することにより、マイクロプラスチックのもろく

崩れやすい特徴や砂や貝殻にまぎれて同化してしまっている事実に気づかせる。さらに、もともとの製品を

考えさせることで人間の手によって生み出されてしまったものであること、一つの製品が細かく砕けること

により多くの影響を与える可能性があることに気づかせる 

1-5.  単元設定の理由・ねらい 

 環境問題の一つであるマイクロプラスチックごみの調査を通して、海洋汚染についての理解を深めるとと

もに、環境保全の態度を養うことが主なねらいである。 

 地域の海に直結したマイクロプラスチックの問題に注目することで環境問題を身近なものに感じ、意欲的

な活動になることが期待できる。 



1-6.  育みたい資質や能力、態度 

 マイクロプラスチックの学習を通して、自分たちの住む地域にある美しい海が環境汚染によって失われる

可能性があることに危機感を持ち、宇久島の自然環境を守るために自ら環境保全に取り組む態度を養う。 

1-7.  単元の展開（全 ４時間） 

時

数 
学習活動・主な内容 

教師の指導 / 主な評価 

外部連携 / 使用教材等 

１ 

○海洋汚染について考える。 

・海洋汚染問題について知っていることをあげ、 

 プラスチックごみが問題になっていることに 

 気づく。 

・宇久島の海岸の様子を確認させ、たくさんのプ 

 ラスチックごみがあったことを思い出す。 

・通常授業で、画像等を使用し学習する。 

・海岸清掃のときの画像を見せ、プラスチックごみ  

 が多いことに気づかせる。 

１ 

〇マイクロプラスチックを取り出す。 

・プランクトンネットを用いて海水からプラスチ 

 ックを探す。 

・海岸の砂や海水の中からマイクロプラスチック 

 を探す。 

・探し出し方を検討し、工夫する。 

・事前に２か所の海水と砂を用意しておく。海水は 

 プランクトンネットを使い、採取した。砂は、同 

 面積を巻き尺で測り、表面の砂だけを採取した。 

 必要な道具：プランクトンネット、巻き尺 

・プラスチックの特徴を振り返り、取り出し方法を 

 検討させる。 

１ 

○取り出したマイクロプラスチックを観察する。 

・マイクロプラスチックの特徴を探す。 

・もともと何に使われていたものかを想像する。 

・プラスチックを拡大して観察させる。 

・同じ種類のプラスチックを探させる。 

 必要な道具：ピンセット、顕微鏡など 

１ 

○マイクロプラスチックについて調べる。 

・マイクロプラスチックが与える影響や各団体が 

 行っている取り組み例を調べ、理解を深める。 

・観察から疑問に思ったことなどを自由に調べさ 

 せ、発表させる。 

 



2.  学習活動の実際 

実施した単元中のキーとなるような時間（導入の時間・主となる活動の時間・まとめの時間など）の学習内

容をご記入ください。また、複数の時間についてご記入いただける場合には、この項目をコピーして複数記

入していただいて構いません。 

2-1.  単元における位置づけ 

単元 ４ 時間中の ２、３ 時間目  

※例：単元 10 時間中の 2時間目 / 単元 15 時間中の 4,5 時間目 

2-2.  本時の目標 

 海水や砂からマイクロプラスチックを採取し、観察することで、マイクロプラスチックへの理解を深め、

海洋汚染についての興味・関心を持つ。 

2-3.  本時の展開 

主な学習活動 / 反応 教師の指導・支援 / 評価の視点（方法） 

１ 宇久の海岸で事前に採取された海水と砂をビー   

  カーに取り出す。 

 

２ マイクロプラスチックのとり出し方を考え、実際   

  にとり出してみる。 

  ・ろ過する。 

  ・蒸発させる。 

  ・水に入れる。 

  ・顕微鏡で探す。  など 

 

３ とり出したプラスチックを詳しく観察し、マイク 

  ロプラスチックの特徴を見つける。また、もとも 

  と難に使われていたものかを想像し、マイクロプ 

  ラスチックになった経緯を考える。 

 

４ 取り出したマイクロプラスチックを観察する。 

  ・マイクロプラスチックの特徴を探す。 

  ・もともと何に使われていたものかを想像する。 

 

 

 

５ まとめとして、とり出し方やマイクロプラスチッ 

  クについて気付いたこと、感想などの意見を出し 

  合い共有する。 

 

・事前に２か所の海水と砂を用意しておく。海水は 

 プランクトンネットを使い、採取。砂は、同面積を 

 巻き尺で測り、表面の砂だけを採取。 

・プラスチックの性質とこれまでの知識を使い、どう

すればプラスチックをとり出すことができるかを考

える。 

・実際にいくつかの手法を試させる。 

 

 

 

・顕微鏡で観察させたり、プラスチックの種類を考え

させ、特徴を探させる。 

・もともと何に使われていたプラスチック化を考え

させ、ゴミとなった原因を探る。 

 

・プラスチックの特徴を振り返り、取り出し方法を検

討させる。 

・プラスチックを拡大して観察させる。 

・同じ種類のプラスチックを探させる。 

 必要な道具：ピンセット、顕微鏡、 

 

・生徒の気づきを大切にし、そこからさらに環境の問

題点につながるような工夫を行う。 

 



3.  今回の活動の自己評価 

本単元の目標を次の２点に設定していた。 

①自然環境問題として、現在問題になっているマイクロプラスチックについての理解を深め、人によって環 

 境が汚染されていることに気づく。 

②環境汚染に対する興味・関心を高め、清掃活動やペットボトルごみの処理等の身近な生活に活かそうとす 

 る態度を養う。 

それぞれ自己評価を行うと 

①「小さなプラスチックを見つけるのは至難の業。石との見分けがつかない。すぐパキパキと崩れてしまう」 

 といった生徒の感想から、劣化したプラスチックは細かくなりやすく、細かくなってしまえば回収するの 

 が困難であり、自然に残ってしまうことについて気づくことができた。 

②「プラスチックを食べた魚を私たちが食べないか心配。海をきれいにして生き物が住みやすい環境にした 

 い。ポイ捨ては絶対にやめようと思う。分別をしっかりとしてごみを捨てたい。」などの感想があり、自生 

 活に活かそうとする態度が見られた。 

 

4.  今後の課題 

 今回の試料は、砂浜の砂５０㎝×５０㎝の面積における上辺の砂 500 ㎝³とプランクトンネットによって

岸壁に沿って５ｍほどプランクトンネットでこしとった海水 500ml を使用した。砂の試料に関しては、波に

よりゴミが集められたエリアを採取したため多くのプラスチック片が見つかったが、海水の試料に関しては、

ほとんどマイクロプラスチックを見つけることはできなかった。場所による違いや量を比較するためには、

採取方法や採取場所の再検討が必要であると感じた。また、専門的な知識やカリキュラム外の時間設定も必

要になってしまうことも課題である。 

5.  本学習内容報告書活用にあたっての留意点 

 特にありません。 

 

※実施した単元ごとに作成してください。 

※写真、画像、図表等の使用可。必要に応じて記入欄やページ数を増やしても構いません。 

※基本レイアウト 

フォント：MS 明朝、10.5 ポイント / マージン：上下端 20mm、左右端 16mm 

※ファイル名は「学習内容報告書_学校名」とし、複数提出する場合は学校名の後に数字を記載してください。 

  例：学習内容報告書_海洋市立パイオニア小学校 1 

※年間指導計画（年間の指導計画における単元の位置づけが分かる資料）があれば別添資料として提出してくださ

い。フォーマットの指定はありません。 


